
2024年（令和6年）10月 第35号や と み 文 協

弥富市文化協会
事務局　教育委員会生涯学習課
　　　　総合社会教育センター

令和6年4月12日（金）～ 14日（日）
◆出  品  数　文化協会125点　一般 171点
　　　　　　市内中学校生徒作品33点
◆参観者数　569名

華道部　石田流華道会

こども絵画教室

拓本部

絵手紙を書こう会 弥富絵手紙サークル

クラフトバンドでつくるカバン教室

己書道場

フラワーサークル　ヴィノ

春・34回 市民文化展春・34回 市民文化展
～日頃の成果を発表～



第35号 2024年（令和6年）10月や と み 文 協

令和６年度
弥富市文化協会役員名簿

安藤　正明
伊藤　　進
永井　利明
戸谷　則子
伊藤　惇子
伊藤　晴美
鬼頭　正明
太田　典子
大木　晴美
大島　勝久
富田　範保
伊藤　正夫
稲垣　喜正
中山　絹代

諸田　秋夫

伊藤　郁男
黒宮　輝夫
樋口　雅夫
伊藤千亜子
太田　典子
永田　照子

名 誉 会 長
顧 問
会 長

副 会 長

書 記
会 計

監 事

文 芸

美 術

工 芸
囲 碁
将 棋

茶華道
洋 楽

邦 楽

舞 踊

職　　名 氏　　名

理

事

事
務
局
弥富市生涯学習課
（総合社会教育センター内）

ピ

ク
ス

ト第
４６
回  

国
際
書
画
展

第
４６
回  

国
際
書
画
展

第
４６
回  

国
際
書
画
展

主
催
　
国
際
書
画
連
盟

愛
知
県
知
事
賞

北
野
　
泰
宏

入
選

山
本
　
克
志 【木彫十二神將像】【笠雲と富士】

　

四
月
二
十
四
日
午
後
二
時
よ
り
、

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お

い
て
令
和
六
年
度
文
化
協
会
総
会

が
開
か
れ
た
。

　

大
木
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
で

始
ま
り
、
初
め
に
永
井
会
長
よ
り
、

「
春
の
洋
邦
楽
舞
発
表
会
や
市
民

文
化
展
も
無
事
終
わ
り
、
こ
れ
か

ら
の
行
事
も
充
実
し
た
も
の
に
し

た
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
安
藤
市
長
よ
り
、「
人

生
百
年
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
健
康
は
も
と
よ
り
、
伝
統
や
慣

習
を
次
の
世
代
に
継
承
し
発
展
し

て
い
く
こ
と
で
個
性
豊
か
な
楽
し

い
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
高
山
教
育
長
が
「
少

子
化
に
よ
り
廃
部
に
な
る
部
活
動

が
増
え
て
い
る
。
文
化
協
会
と
中

学
生
が
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
が

縦
の
つ
な
が
り
を
生
み
、
文
化
の

持
続
可
能
な
地
域
を
作
っ
て
い
く

と
考
え
、
今
年
か
ら
『
弥
富
市
部

活
動
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
』
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
華
道
部
石
田
流
華
道

会
の
加
賀
豊
子
氏
を
議
長
に
選
出

し
、
協
議
に
入
っ
た
。

　

令
和
五
年
度
事
業
報
告
と
収

入
・
支
出
決
算
及
び
会
計
監
査
報

告
が
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
副
会
長
や
書

記
、
会
計
、
監
事
が
新
し
く
選
出

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
令
和

六
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
が
承

認
さ
れ
た
。

　

昨
年
度
末
に
、
花
道
家
元
池
坊

か
ら
退
会
届
が
出
さ
れ
、
文
化
協

会
は
三
十
二
団
体
に
な
っ
た
と
報

告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
代
議
員
か
ら
「
予
算
が

減
っ
て
い
る
の
で
増
や
し
て
ほ
し

い
。
市
民
文
化
展
に
も
っ
と
作
品

が
多
く
出
品
さ
れ
、
に
ぎ
わ
う
方

策
を
考
え
て
ほ
し
い
。」
な
ど
の

要
望
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
永
井
利
明
会
長
を
は

じ
め
役
員
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、

伊
藤
晴
美
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉

で
令
和
六
年
度
総
会
は
無
事
終
了

し
た
。

文化協会の発展を発言する代議員

令和6年度役員

令
和
六
年
度
文
化
協
会
総
会

令
和
六
年
度
文
化
協
会
総
会

令
和
六
年
度
文
化
協
会
総
会



2024年（令和6年）10月 第35号や と み 文 協

15団体が日頃の練習の成果を発表しました。

日本舞踊　雅会 民踊部　民踊クラブ 詩吟（１）

大正琴部　白鳥エンブレム J☆KIDS　チアダンス

ドレミファ合唱団 民謡部 ナズナ

令和６年４月13日（土）

コーラス部 コール朱音 : 「美女と野獣」を歌いましょう 表千家茶道部 ： お茶のお点前を体験しました

大正琴部 トレモロ : 大正琴の音色に誘われて 絵画部 ： モチーフをスケッチ

●と　き：４月９日（火）～５月24日（金）
●ところ：社会教育センター

　4月から5月に渡って19の部が講習会・
大会を催しました。日頃の活動の様子を
見たり参加していただいたりしての楽しい
時間でした。



第35号 2024年（令和6年）10月や と み 文 協

編集委員　◎戸谷　則子・伊藤　晴美・鈴木　由美・井上　英治・鬼頭　正明

新入部員募集　待っています☆

松平東照宮

みかん
狩り

文
化
協
会
行
事
予
定

令
和
６
年
度（
下
期
）

㈠ 

愛
知
県
民
茶
会

　
と
　
　
き
　
１０
月
１３
日（
日
）

　
と  

こ  

ろ
　
蒲
郡
市
民
会
館

㈡ 

愛
知
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会

　
と
　
　
き
　
１０
月
２０
日（
日
）

　
と  

こ  

ろ
　
稲
沢
市
民
会
館

　
出
演
団
体
　
大
正
琴
部
　
ト
レ
モ
ロ

㈢ 

第
３５
回
市
民
文
化
展

　
と
　
　
き
　
１１
月
１５
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
１７
日（
日
）

　
と  

こ  

ろ
　
社
教
セ
ン
タ
ー

㈣ 

特
別
企
画
講
習
会

　
と
　
　
き
　
１１
月
上
旬
〜
１２
月
上
旬

　
と  

こ  

ろ
　
社
教
セ
ン
タ
ー
ほ
か

㈤ 

第
３５
回
洋
邦
楽
舞
発
表
会

　
と
　
　
き
　
１１
月
１６
日（
土
）

　
と  

こ  

ろ
　
社
教
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

㈥ 

第
１７
回
市
民
俳
句
大
会
表
彰
式

　
と
　
　
き
　
１１
月
１６
日（
土
）

　
と  

こ  

ろ
　
社
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
会
議
室

㈦ 

秋
の
市
民
茶
会

　
と
　
　
き
　
１１
月
１６
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１７
日（
日
）

　
と  

こ  

ろ
　
社
教
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

㈧ 

第
４９
回
愛
知
県
文
連
美
術
展（
公
募
）

　
と
　
　
き
　
１１
月
１９
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
２４
日（
日
）

　
と  

こ  

ろ
　
愛
知
県
美
術
館

㈨ 

文
化
協
会
研
修
旅
行
　
上
記
参
照

　
と
　
　
き
　
１１
月
２８
日（
木
）

　
と  

こ  

ろ
　
松
平
東
照
宮
と

　
　
　
　
　
　
み
か
ん
狩
り

　
村
上
冬
燕
は
、
大
正
三
年
仙
台
市

生
ま
れ
の
医
師
、
俳
人
で
す
。
名
古

屋
大
学
医
学
部
在
学
中
か
ら
俳
句
雑

誌
「
馬
酔
木
」
の
新
樹
集
に
選
ば
れ
、

昭
和
三
十
四
年
に
は
「
天
狼
」
の
同

人
と
な
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
四
年
と
い
え
ば
こ
の
地

方
を
伊
勢
湾
台
風
が
襲
っ
た
年
で
す
。

冬
燕
は
名
古
屋
鉄
道
病
院
の
派
遣
医

師
と
し
て
、
舟
で
巡
回
診
療
を
し
た

と
き
に
鍋
田
干
拓
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
の
情
景
を
詠
ん
だ
俳
句
の
碑

が
、
西
尾
張
中
央
道
沿
い
の
西
末
広

交
差
点
、
伊
勢
湾
台
風
殉
難
の
塔
の

敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。

「
洪
水
の
底
に
て
稲
穂
靡
く
か
た
ち
」

　
こ
の
句
は
、
舟
で
被
災
地
を
進
ん

で
い
く
と
、
水
の
下
に
は
稔
っ
た
稲

穂
が
水
の
流
れ
に
一
斉
に
動
い
て
お

り
、
そ
の
様
子
が
風
に
な
び
く
の
に

似
て
い
る
と
い
う
句
で
、
自
然
災
害

の
脅
威
と
水
に
浸
か
っ
た
稲
穂
の
哀

れ
さ
に
思
い
を
致
し
た
一
句
で
す
。

　
鍋
田
干
拓
は
、
昭
和
三
十
八
年
に

新
た
な
入
植
者
を
迎
え
て
復
興
に
向

け
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
「
干
拓
を
犂
く　
咆
哮
の　
牛
欲

し
や
」（
昭
和
四
十
一
年
作
）
の
句

に
も
、
冬
燕
の
鍋
田
干
拓
へ
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
冬
燕
は
、
平
成
九
年
四
月
に
弥
富

町
文
学
碑
建
設
委
員
会
に
よ
っ
て
こ

の
碑
が
建
て
ら
れ
た
と
き
、
す
で
に

病
床
に
あ
っ
て
除
幕
式
に
は
出
席
で

き
ず
、
そ
の
年
の
七
月
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
は
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
十
五

年
に
な
り
ま
す
。
近
年
は
伊
勢
湾
台

風
を
知
ら
な
い
世
代
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
冬
燕
の
作
品
は
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
災
害
を
今
に
伝
え

る
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
す
。

　
　
　
弥
富
市
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
０
５
６
７
│
６
５
│
４
３
５
５

　
秋
の
研
修
旅
行
を
左
記
の
と
お

り
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

●
と　

き　

１１
月
２８
日（
木
）

●
研
修
先　

松
平
東
照
宮

　
　
　
　
　

蒲
郡
み
か
ん
狩
り

　
（
休
憩
）　

え
び
せ
ん
共
和
国

　
（
昼
食
）　

豊
橋
「
大
鯛
」

●
参
加
費　

未　

定

郷
土
の
文
化
人

郷
土
の
文
化
人

村
上
冬
燕
と
う
え
ん

あ

て
ん
ろ
う

す

ほ
う
こ
う

な
び

み
の

し

び

冬燕直筆の色紙

　「たんぽぽ」では毎週土曜日午前中に社教センターで春と秋の文化祭で
の演奏等に備えて練習しています。月に１回アレクサンドル・ガラガノフ
先生の指導を受け、初級者から上級者まで一緒に和気あいあいと取り組ん
でいます。先生が練習の合間に演奏してくださることもあり、至福の時を
過ごしております。只今、メンバー募集中です。老若男女を問いません。
皆様からのご連絡をお待ちしています｡　　　　　　　部長　 山田　悦史

ギター部「たんぽぽ」
新規部員を募集しています。一緒に楽しみましょう。

●問い合わせ先／社教センター事務局
　　　　　　　　TEL 0567－65－0002

文
化
協
会

秋
の
研
修
旅
行


